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で
活
躍
し
た
画
院
画
家
で
あ
る
李
迪
（
？
ー
―
一
七
四
ー

現
在
も
「
雪
中
帰
牧
図
」
（
図
ー
。
国
宝
。
南
宋
時
代
（
十
二
世
紀
）
、
大
和
文

華
館
蔵
）
、
「
紅
白
芙
蓉
図
」
（
国
宝
。
慶
元
一

物
館
蔵
）
、
「
桐
鷹
雉
鶏
図
」
（
慶
元

い
っ
た
優
品
が
少
な
か
ら
ず
現
存
し
、
写
実
性
と
詩
的
情
緒
に
富
む
、
南
宋
院

体
画
の
技
術
力
を
今
に
伝
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
現
存
作
品
は
、
李
迪
が
花
鳥
・

走
獣
・
竹
石
な
ど
を
善
く
し
た
と
い
う
伝
承
（
元
・
荘
粛
撰
『
画
継
補
遺
』
巻

下
〔
大
徳
二
年
〈
―
二
九
八
〉

に
も
合
致
し
、
そ
の
幅
広
い
制
作
活
動

を
窺
わ
せ
る
に
足
る
が
、
現
存
作
品
や
文
字
史
料
に
鑑
み
る
と
、
李
迪
が
得
意

と
し
た
モ
チ
ー
フ
の
―
つ
に
、
犬
図
が
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
李
迪
の
作
と

伝
わ
る
犬
図
の
い
く
つ
か
は
、
十
五
世
紀
以
降
に
日
本
に
伝
わ
り
、
将
軍
や
大

名
、
狩
野
派
を
始
め
と
す
る
画
家
達
の
珍
重
を
受
け
、
江
戸
日
本
に
お
け
る
犬

南
宋
（

は
じ
め
に

二
七
＼

二
七
九
）

《
キ
ー
ワ
ー
ド
》
中
国
絵
画
史

李
迪
の
犬
図
に
つ
い
て

九
六
〕
、
上
海
博
物
館
蔵
）
と

〔
―
-
九
七
〕
、
東
京
国
立
博

(

l

)

 

九
九
ー
？
）
は
、

（
在
位
―
一
八
九
ー
九
四
）
、
寧
宗
（
在
位
―
一
九
四
ー

の
孝
宗
（
在
位
―
―
六

ー
八
九
）
、
光

ニ
ニ
四
）

本
作
は
い
ず
れ
も
絹
本
着
彩
で
、

＿1
-
．
絵
画
表
現
と
落
款
印
章
の
確
認

伝
李
迪
「
狗
図
」
双
幅
の
史
的
位
置

迪
イ
メ
ー
ジ
の

は
右
幅
が
縦
一
七

•
O
c
m
x

図
モ
チ
ー
フ
の
広
が
り
と
発
展
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
で
知
ら
れ

(

3

)

 る
。
更
に
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
南
宋
動
物
画
の
受
容
も
鑑
み
る
と
、
東
ア
ジ
ア
の

多
彩
な
動
物
モ
チ
ー
フ
の
形
成
を
考
え
る
う
え
で
、
李
迪
の
犬
図
は
非
常
に
重

、↓

0

＞ヽ

要
な
位
置
付
け
に
あ
る
と
い
え
る
が
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
画
犬
の
歴
史
、
絵

画
伝
統
の
も
と
に
制
作
さ
れ
、
ま
た
後
の
中
国
で
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
き

た
か
に
つ
い
て
は
、
未
だ
詳
細
な
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い

本
稿
で
は
、
慶
元
五
年
（
―
-
九
九
）
款
を
有
す
る
伝
李
迪
「
狗
図
」
双
幅

（図
2

)

を
中
心
に
、
李
迪
の
犬
図
の
絵
画
史
的
な
位
置
付
け
や
表
現
を
考
察
し
、

特
に
明
時
代
以
降
、
犬
図
を
得
意
と
し
た
と
い
う
過
去
の
画
家
達
に
比
肩
す
る

名
手
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
、
明
清
時
代
に
お
け
る
李

東
ア
ジ
ア
美
術
史
南
宋
絵
画
明
代
絵
画

様
相
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

都

さ
や
か
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で
表
さ
れ
て
い
る
。
明
瞭
な
輪
郭
は
、
眼
と

手
足
に
入
れ
る
に
留
め
、

ど、

(
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一
八
・
五
c
m
、
左
幅
が
縦
一
八
・
三
c
m
x
横
一
八
・
五
c
m
、
軸
装
の
対
幅
で
あ
る
。

右
幅
画
面
右
上
の
款
記
「
慶
元
己
未
歳
李
迪
画
」

二
顆
）
か
ら
（
図
3

)

、
慶
元
五
年
（
―
-
九
九
）

―
1
0
0
~

二
五
）

「
天
ヵ
」
（
朱
文
方
印

の
作
と
わ
か
る
が
、
こ
れ

は
現
存
す
る
記
年
銘
の
あ
る
李
迪
作
品
と
し
て
は
最
後
年
と
な
り
、
李
迪
の
生

存
時
期
を
考
察
す
る
資
料
と
し
て
も
貴
重
で
あ
る
。
元
号
と
干
支
、
自
身
の
姓

名
を
楷
書
で
記
す
と
い
う
款
記
も
、
制
作
年
の
近
い
「
紅
白
芙
蓉
図
」
双
幅
な

(
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九
0
年
以
降
の
李
迪
画
に
多
く
み
ら
れ
る
表
記
に
共
通
す
る
。
な
お
、

共
に
捺
さ
れ
る
「
雲
」
「
天
ヵ
」
印
に
つ
い
て
は
、
同
例
を
見
い
だ
せ
な
い
。

ま
た
左
幅
の
画
面
左
下
に
は
、
左
部
を
欠
く
「
希
世
有
」
（
朱
文
方
印
）
（
図

4

)

が
捺
さ
れ
る
が
、
本
印
に
つ
い
て
も
詳
ら
か
で
な
い
。

次
に
、
絵
画
表
現
を
確
認
し
た
い
。
右
幅
の
子
犬
は
、
背
を
向
け
、
首
を
右

足
で
掻
い
て
い
る
よ
う
な
愛
嬌
の
あ
る
仕
草
を
し
て
い
る
。
左
幅
の
子
犬
は
、

右
幅
と
毛
色
は
同
じ
だ
が
、
麻
呂
眉
で
あ
る
点
な
ど
、
柄
は
異
な
り
、
身
を
低

く
か
が
め
、
画
面
向
か
っ
て
右
を
注
意
深
く
窺
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
犬
の

体
躯
は
、
茶
毛
は
濃
墨
と
淡
墨
、
薄
茶
色
の
細
線
を
重
ね
、
白
毛
も
白
色
顔
料

背
景
に
淡
墨
を
敷
く
こ
と
で
、
没
骨
法
で
表
さ
れ
た
子
犬
の
白
い
体
躯
が
強
調

さ
れ
る
。
な
お
右
幅
の
子
犬
の
鼻
に
は
わ
ず
か
に
赤
色
が
の
せ
ら
れ
て
い
る
。

本
作
の
よ
う
な
、
小
画
面
に
草
花
な
ど
は
配
さ
ず
、
犬
や
猫
と
い
っ
た
動
物

単
体
の
姿
の
み
を
表
す
構
成
は
、
北
宋
の
第
八
代
皇
帝
・
徽
宗
（
在
位

の
「
猫
図
」
（
個
人
蔵
）
に
お
い
て
既
に
見
ら
れ
、
同
時

代
の
作
と
し
て
は
、
李
迪
の
伝
承
作
で
あ
る
淳
煕
元
年
（
一

七
四
）
款
「
狸

奴
小
影
図
」
（
図

5
。
台
北
國
立
故
宮
博
物
院
蔵
）
、
慶
元
三
年
（
―
-
九
七
）

款
「
猟
犬
図
」
（
図
6
。
北
京
故
宮
博
物
院
蔵
）
な
ど
が
伝
わ
る
。
こ
う
し
た

冊
頁
の
作
例
に
鑑
み
る
と
、
「
狗
図
」
双
幅
は
当
初
は
画
冊
の
二
葉
と
し
て
制
作
・

鑑
賞
さ
れ
、
後
に
軸
装
に
改
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
ま
た
そ
の
場
合
、

当
初
は
更
に
異
な
る
ポ
ー
ズ
の
犬
な
ど
、
様
々
な
図
様
の
作
品
が
連
作
と
し
て

合
装
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
高
い
。

ま
た
本
作
は
、
子
犬
の
体
躯
に
墨
線
に
よ
る
明
瞭
な
輪
郭
を
示
さ
な
い
も
の

の
、
背
景
に
薄
墨
を
、
犬
の
輪
郭
に
沿
っ
て
施
す
こ
と
で
、
毛
羽
立
ち
ゃ
全
体

の
体
躯
が
浮
か
び
あ
が
る
よ
う
な
効
果
を
表
す
。
こ
う
し
た
没
骨
法
に
よ
る
表

現
は
、
先
述
の
「
狸
奴
小
影
図
」
、
南
宋
（
十
三
世
紀
）
の
羅
窓
「
竹
鶏
図
」

要
文
化
財
。
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
な
ど
と
い
っ
た
作
品
に
も
共
通
し
て
み
ら

れ
、
同
時
代
に
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
て
い
た
動
物
表
現
の
一
手
法
に
よ
っ
て
描

か
れ
て
い
る
と
わ
か
る
。

な
お
本
作
は
、
箱
書
に
江
戸
の
狩
野
探
幽
（

李
迪
筆
」
の
墨
書
が
あ
り
、
こ
れ
に
従
え
ば
遅
く
と
も
十
七
世
紀
半
ば
に
は
日

本
に
伝
わ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
落
款
印
章
ま
で
忠
実
に
写
し
た
狩
野
常
信

六
ー
一
七
一
三
）
の
「
狗
子
図
双
幅
」
模
本
（
『
唐
絵
手
鑑
』
第
二
帖

よ
り
、
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
や
倣
古
作
「
倣
李
迪
筆
意
犬
図
」
（
狩
野
常
信
『
和

漢
流
書
手
鑑
』
よ
り
、
個
人
蔵
）
な
ど
の
存
在
か
ら
、
十
七
ー
十
八
世
紀
に
は
、

探
幽
周
辺
の
江
戸
狩
野
派
に
画
学
の
資
と
し
て
珍
重
さ
れ
て
い
た
と
わ
か
る
。

＿
—
二
．
制
作
年
代
の
検
討

三
年
（

本
作
の
他
に
、
今
日
現
存
す
る
李
迪
と
伝
わ
る
犬
図
と
し
て
、
先
述
の
慶
元

九
七
）
款
「
猟
犬
図
」
、
制
作
年
不
詳
の
「
犬
図
」
（
図
7
。
南
宋

六
0
ニ
ー
七
四
）
に
よ
る
「
犬

2-



活
か
し
た
構
成
な
ど
を
示
し
て
お
り
、

の
画
犬
に
お
け
る
高
い
技
術
を
窺

く
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
ち
ら
は
原
図

こ
う
し
た
現
存
作
例
の
う
ち
、
特
に
「
猟
犬
図
」
と
「
犬
図
」
は
、
南
宋
院

体
画
ら
し
い
活
き
活
き
と
し
た
動
態
に
繊
細
な
獣
毛
の
表
現
、
そ
し
て
余
白
を

わ
せ
る
に
足
る
。
こ
れ
ら
と
「
狗
図
」
双
幅
を
比
較
す
る
な
ら
ば
、
ま
ず
「
猟

犬
図
」
は
、
成
犬
だ
が
模
様
や
色
調
、
犬
単
体
の
み
を
画
面
に
配
す
る
構
図
に

付
け
た
い
。

た
筆
線
に
よ

に
こ
こ
で
は
、
犬
や
猫
の
描
写
の
平
面
性
な
ど
か
ら
、
明
時
代
頃
の
作
と
位
置

も
と
に
な
さ
れ
た
も
の
と
み
な
せ
よ
う
。

の、

の
き
い

か
な
毛
を
も
つ
犬
を
、
猫
や
黄
蜀
葵
、
蝶
な
ど
と
い
っ
た
モ
チ
ー
フ
と
と
も
に

表
す
吉
祥
的
な
作
品
だ
が
、
先
学
の
指
摘
の
通
り
後
世
の
倣
本
と
み
ら
れ
、
特

で
は
な
く
、

の
別
作
品
を

も
現
出
し
て
い
る
。
ま
た
「
犬
図
」
は
、
首
輪
を
伴
う
白
い
洋
犬
が
、
授
乳
中

(

1

0

)

 

で
あ
ろ
う
か
、
二
匹
の
子
犬
を
擁
し
て
画
面
右
方
向
を
か
え
り
み
る
姿
を
表
す
。

「
猟
犬
図
」
同
様
、

細
か
な
毛
描
き
を
施
す
。
特
に
顔
面
の
、
適
宜
毛
描
き
の
密
度
を
変
え
る
こ
と

で
耳
元
や
眼
も
と
の
立
体
感
を
際
立
た
せ
る
表
現
や
、
首
部
分
の
乱
れ
た
毛
の

の
表
現
は
見
事
で
あ
る
（
図
9

)

。

る
色
調
の
短
い
細
線
を
丁
寧
に
重
ね
る
こ
と
で
、
全
体
の
形
状
や
ふ
わ
ふ
わ
と

し
た
毛
並
み
が
表
さ
れ
て
い
る
（
図
1

0

)

。
そ
し
て
「
秋
葵
山
石
図
」
は
、

の
作
と
伝
わ
る

嵯
峨
美
術
大
学
・

代
あ
る
い
は
江
戸
時
代
に
制
作
さ
れ
た
も
の
か
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
図
様

は
、
「
狗
図
」
右
幅
と
、
模
様
や
細
部
な
ど
に
細
か
な
違
い
は
あ
る
が
、

同
じ
で
あ
り
、
「
狗
図
」
右
幅
の気

品
あ
る
動
態

の
趣
を
想
起
さ
せ
る
。
も
し
「
狗
図
」
双
幅
に
、
そ

存
在
し
た
と
仮
定
す
る
な
ら
ば
、
「
狗
子
図
」
は
、

と
の
伝
承
が
付
与
さ
れ
た
が
、
も
と
も
と

い
つ
の
時
代
に
か
徽
宗
作

と
祖
本
を
同
じ

た
、
別
の
模
本
系
統
に
属
す
る
作
品
と
み
な
せ
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
場
合
「
狗

る
の
が
、

（
図
1
1
0

(

1

2

)

 

で
あ
る
。

写
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
そ
の

）
の
「
狗
図
」
双
幅
に
つ
い
て
、
李
迪
の
原
図
を
後
世
に
お
い
て

親
犬
は
、

の
細
線
で
大
ま
か
に
輪
郭
を
と
り
、
そ
の
内
側
に
白
色
顔
料
で

図
」
、
「
紅
白
芙
蓉
図
」
と
い
っ
た
作
品
と
の
表
現

い
と
い
え
る
。

べ
き
か
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ

て
も
、
二
年
前
に
制
作
さ
れ
た

い
が
あ
る
。

し‘

8
。
台
北
國
立
故
宮
博
物
院
蔵
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。
「
猟
犬
図
」
は
、
麻
呂
眉

に
濃
茶
色
の
、
首
輪
を
つ
け
た
洋
犬
が
、
画
面
向
か
っ
て
右
方
向
に
、
首
を
低

(

9

)

 

く
し
て
歩
み
を
進
め
る
様
を
表
す
。
本
図
の
明
瞭
な
輪
郭
線
は
、
犬
の
足
先
や

口
元
な
ど
に
の
み
配
さ
れ
、
体
躯
の
地
に
薄
墨
な
ど
を
敷
き
、
そ
の
上
に

短
線
を
幾
重
も
重
ね
る
こ
と
で
、
犬
の
体
躯
の
立
体
感
、
毛
並
み
の
質
感
す
ら

の
筆
で
あ
る
こ

の
そ
れ
を
左
右
反
転
し
た
も
の
に
近
い
。

通
し
、
特
に
向
か
っ

の
前
足
を
出
し
た
子
犬
の
造
形
は
、

時
代

一
世
紀
〕
、
個
人
蔵
）
、
そ
し
て
制
作
年
不
詳
の
「
秋
葵
山
石
図
」
（
図

た
だ
絵
画
表
現
の
細
か
い
点
に
つ
い
て
い
え
ば
、
「
狗
図
」
双
幅
は
、
こ
れ

ら
よ
り
も
線
が
堅
く
、
毛
描
き

揚
が
強
く
、
全
体
的
に
や
や
粗
放
な
印
象
を
受
け
る
な
ど
と
い
っ
た
明
ら
か
な

の
抑

お
い
て
共
通
す
る
。
ま
た
「
犬
図
」
は
、
子
犬
と
い
う
モ
チ
ー
フ
に
お
い
て
共

-3  



図
」
双
幅
は
、
画
の
細
部
は
や
や
荒
い
が
、
南
宋
院
体
動
物
画
の
没
骨
技
法
や
、

落
款
印
章
を
含
む
全
体
構
成
な
ど
を
忠
実
に
継
承
し
て
い
る
と
み
な
せ
、
こ
の

一
件
を
も
っ
て
、
祖
本
と
な
る
本
来
の
李
迪
犬
図
の
表
現
が
い
か
な
る
も
の
で

後
に
確
認
す
る
よ
う
に
、
李
迪
の
犬
図
は
、
特
に
明
清
時
代
（
十
四
ー
十
七

世
紀
）
に
評
価
が
高
ま
り
、
そ
の
中
で
こ
の
図
様
を
含
む
少
な
か
ら
ず
の
模
本
、

伝
承
作
が
生
み
出
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
狗
図
」
双
幅
や
「
狗

子
図
」
も
、
そ
う
し
た
時
代
の
求
め
に
応
じ
て
制
作
さ
れ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

特
に
十
五
ー
十
六
世
紀
は
、
宋
画
院
へ
の
理
想
の
も
と
に
明
宮
廷
で
宋
代
絵
画

の
模
本
が
意
欲
的
に
制
作
さ
れ
、
伝
毛
松
「
齋
香
猫
図
」
、
趙
福
「
彪
図
」
（
図

1
2
）
（
い
ず
れ
も
『
唐
絵
手
鑑
筆
耕
園
』
よ
り
。
重
要
文
化
財
。
明
時
代
〔
十
六

世
紀
〕
、
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
等
の
よ
う
な
、
南
宋
画
を
模
範
と
し
た
小
画

面
動
物
画
も
、
多
数
制
作
さ
れ
て
い
た
時
期
で
あ
る
。
先
述
の
「
秋
葵
山
石
図
」

の
よ
う
な
伝
承
作
も
、
そ
う
し
た
時
代
背
景
の
も
と
に
生
み
出
さ
れ
た
と
み
な

せ
よ
う
。
「
狗
図
」
双
幅
が
、
明
の
宮
廷
画
家
の
手
に
な
る
か
ま
で
は
判
然
と

し
な
い
が
、
以
上
の
こ
と
と
、
日
本
へ
の
伝
来
時
期
（
十
七
世
紀
中
後
期
ま
で
）

を
ふ
ま
え
、
本
作
の
制
作
時
期
を
概
ね
十
五
ー
十
六
世
紀
と
み
な
し
た
い
。

画
犬
の
歴
史
ー
李
迪
犬
図
の
史
的
位
置

前
章
で
は
、
伝
李
迪
「
狗
図
」
双
幅
の
基
礎
情
報
や
絵
画
表
現
を
整
理
し
、

大
ま
か
な
制
作
年
を
検
討
し
た
。
本
章
で
は
、
中
国
に
お
け
る
画
犬
の
歴
史
を
、

現
存
作
例
と
文
字
史
料
か
ら
概
観
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
李
迪
が
ど
の
よ
う
な

あ
っ
た
か
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

絵
画
伝
統
の
も
と
に
犬
図
を
制
作
し
て
い
た
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

中
国
に
お
い
て
犬
と
い
う
画
題
は
、
同
じ
畜
獣
で
も
古
く
か
ら
重
視
さ
れ
て

き
た
馬
や
牛
に
比
べ
る
と
、
描
く
う
え
で
の
絵
画
理
論
、
尊
ば
れ
た
伝
承
画
家
、

現
存
作
例
な
ど
も
け
し
て
多
い
と
は
い
え
な
い
。
現
存
作
例
や
名
手
の
記
述
に

つ
い
て
は
、
概
ね
唐
時
代
か
ら
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
唐
の
餘
徳
太
子
墓

室
壁
画
（
図
1
3
。
神
龍
二
年
〔
七

0
六
〕
、
映
西
省
乾
県
乾
陵
陪
葬
墓
出
土
、

第
二
過
洞
西
壁
小
織
北
側
、
映
西
歴
史
博
物
館
蔵
）
に
は
、
す
ら
り
と
し
た
胴

と
長
い
手
足
を
も
つ
、
西
洋
由
来
の
狩
猟
犬
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
原
本
を

唐
と
み
な
す
「
宮
楽
図
」
（
図
1
4
。
台
北
國
立
故
宮
博
物
院
蔵
）
は
、
く
つ
ろ

ぐ
官
女
達
が
囲
む
机
の
下
に
、
黒
く
ふ
さ
ふ
さ
し
た
毛
並
み
を
も
つ
犬
の
姿
を

表
す
。
こ
う
し
た
作
例
は
、
唐
時
代
、
王
侯
貴
族
の
狩
り
に
随
行
す
る
狩
猟
犬
、

あ
る
い
は
宮
廷
で
飼
わ
れ
る
愛
玩
犬
が
、
し
ば
し
ば
人
物
を
主
体
と
し
た
画
の

構
成
モ
チ
ー
フ
の
一
っ
と
し
て
描
か
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
唐

の
張
彦
遠
撰
『
歴
代
名
画
記
』
（
大
中
七
年
〔
八
五
三
〕
序
）
に
は
、
興
元
年

間
（
七
八
四
）
に
尚
書
左
丞
を
務
め
た
趙
消
の
子
・
趙
博
文
が
、
犬
や
兎
、
肖

(

1

3

)

 

像
を
善
く
し
た
こ
と
が
録
さ
れ
る
。

五
代
北
宋
の
犬
図
は
、
現
存
作
例
に
乏
し
い
も
の
の
、
北
宋
の
宣
和
年
間

(
-
―
―
九
ー
ニ
五
）
、
宮
廷
秘
府
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
作
品
を
録
す
る
『
宣
和

画
譜
』
に
よ
っ
て
、
十
二
世
紀
に
は
既
に
犬
が
禽
獣
の
一
画
題
と
認
識
さ
れ
、

犬
図
の
名
手
と
さ
れ
る
画
家
も
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
知
れ
る
。

(

M

)

 

『
宜
和
画
譜
』
巻
十
三
「
畜
獣
序
」
に
、
次
の
よ
う
に
い
う
。

・
・
若
乃
犬
羊
猫
狸
、
又
其
近
人
之
物
。
最
為
難
。
エ
花
間
竹
外
、
舞
梱

-4-



蔵
さ
れ
て
い
た
と
い
う
（
巻
十
三
「
畜
獣

誘
軽
、
得
其
不
為
揺
尾
乞
憐
之
態
。
故
工
至
於
此
者
世
難
得
其
人
。

．． 

犬
則
唐
有
趙
博
文
、
五
代
有
張
及
之
、
本
朝
有
宗
室
令
松
。

．． 

犬
や
羊
、
家
猫
と
い
っ
た
も
の
は
、
（
馬
や
牛
に
比
べ
る
と
）
近
い
時
代
に
描

か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
最
も
描
く
の
が
難
し
い
。
そ
れ
は
花
や
竹
、
舞
踏

用
の
絨
毯
や
錦
繍
の
帳
と
共
に
描
け
ば
、
そ
の
尾
を
振
り
憐
れ
み
を
乞
う
様
子

を
表
せ
る
も
の
で
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
こ
れ
ら
を
た
く
み
に
描
け
る
も
の
は
、

世
に
な
か
な
か
現
れ
な
い
の
だ
と
い
う
。
ま
た
そ
の
後
に
、
犬
の
名
手
と
し
て
、

先
述
の
唐
の
趙
博
文
の
ほ
か
、
五
代
の
張
及
之
、
北
宋
の
趙
令
松
の
三
名
を
列

て
い
る
。
趙
博
文
に
つ
い
て
は
、
「
兎
犬
図
」
な
る
作
品
が
、
内
府
に
所

ま
た
張
及
之
の
画
犬
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
い
う
（
巻
十
四
「
畜
獣
一

張
及
之
。
：
画
犬
馬
花
鳥
頗
工
。
作
犬
得
其
敦
厖
、
無
揺
尾
乞
憐
之
状
。
：

張
及
之
は
、
犬
や
馬
、
花
鳥
画
を
す
こ
ぶ
る
善
く
し
、
そ
の
描
く
と
こ
ろ
の
犬

は
厚
く
豊
か
な
風
格
が
あ
り
、
尾
を
振
っ
て
憐
れ
み
を
乞
う
よ
う
な
姿
で
は
な

か
っ
た
と
い
う
。
こ
こ
に
い
う
「
揺
尾
乞
憐
之
状
」
と
は
、

の
文
学
者
で
あ

る
韓
愈
「
応
科
目
時
輿
阜
舎
人
書
」
の
著
名
な
節
、
「
若
挽
首
帖
耳
、
揺
尾

う
ご

而
乞
憐
者
、
非
我
之
志
也
。
」
（
首
を
挽
し
耳
を
帖
れ
、
尾
を
揺
か
し
て
憐
み
を

乞
う
ご
と
き
は
、
我
の
志
に
非
ざ
る
な
り
）
を
ふ
ま
え
た
も
の
と
み
な
す
べ
き

だ
ろ
う
。
こ
の
韓
愈
の
言
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
従
来
犬
は
、
強
者
に
媚
び

へ
つ
ら
う
卑
屈
な
人
物
に
重
ね
ら
れ
て
き
た
。
「
揺
尾
乞
憐
之
状
」
が
、
『
宣
和

作
狗
。
登
無
意
乎
。

を
伴
わ
せ
る
も
の
と
み
な
さ
れ
た

る
好
ま
し
く
な
い
イ
メ
ー
ジ
で
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
画
家
達
は
、
そ
う

し
た
卑
屈
な
様
を
な
る
べ
く
払
拭
し
つ
つ
、

い
か
に
活
き
活
き
と
犬
を
描
く
か

を
意
識
し
て
お
り
、
当
時
は
そ
れ
を
成
し
た
画
家
を
こ
そ
名
手
と
み
な
し
た
の

で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
張
及
之
が
、
そ
う
し
た
卑
俗
な
側
面
を
感
じ
さ
せ
な
い

犬
を
描
け
る
画
家
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
よ
う
。

が
所
蔵
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。

更
に
『
宣
和
画
譜
』
は
、
北
宋
の
趙
令
松
（
永
年
。
十
一
ー
十

を
、
画
犬
の
名
手
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
趙
令
松
は
、

た
こ
と
で
知
ら
れ
る
趙
令
穣
の
弟
で
、
徽
宗
の
遠
戚
に
あ
た
る
宗
室
画
家
で
あ

二
世
紀
中
後
期
成
立
）
に
は
、
青
緑
山
水
「
江
天
晩
景
図
」
を
制
作
し
、

兄
の
令
穣
と
共
に
唐
の
李
思
訓
・
李
昭
道
父
子
に
比
肩
す
る
と
絶
賛
さ
れ
た
こ

(

1

8

)

 

と
な
ど
も
記
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
多
彩
な
画
題
を
善
く
す
る
中
で
、
最
も
画
犬

に
秀
で
た
と
さ
れ
、
作
品
は
現
存
し
な
い
も
の
の
、
宣
和
内
府
に
は

犬
図
」
、
「
花
竹
獅
犬
図
」
が
所
蔵
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
描
く
と
こ
ろ
の

(

1

9

)

 

犬
に
つ
い
て
、
『
宣
和
画
譜
』
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

．． 
而
画
犬
尤
得
名
。
子
時
昔
人
謂
画
虎
不
成
反
類
於
狗
。
今
令
松
故
直

昔
人
は
、
虎
を
う
ま
く
描
け
な
か
っ
た
時
に
、
そ
れ
を
犬
の
よ
う
だ
と
椰
楡
し

る
。
犬
以
外
に
も
花
竹
や
水
墨
の
花
果
を
善
く
し
、
更
に
南
宋
の
郡
椿
撰

和
内
府
に
は
、
張
及
之
の

方
で
、
こ
う
し
た
仕
草
は
、
犬
に
付
随
す

画
譜
』

に
窺
え
る
よ
う
に
、
犬
羊
猫
を
描
く
際
に
迫
真
性
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画
家
が
、
犬
図
を
制
作
す
る
う
え
で
の
礎
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

寓
意
で
あ
り
、
犬
達
の
た
わ
む
れ
る
自
然
な
景
観
の
中
に
、

の
要
素
が
ふ

か
ら
「
子
孫
繁
栄
」
、

「
男
子
誕
生
」
、
そ
し
て
太
湖
石
は
「
永
遠
」
の

当
時
の
画
家
達
の
高
水
準
の
技
巧
を
窺
わ
せ
る
作
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
画

の
描
写
の
瑞
々
し
さ
な
ど
か
ら
、
十
二
世
紀
の
画
院
画
家
の
手
に
な
る
、

多
彩
な
展
開
を
妨
げ
る
一
因
と
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
か
し
張
及
之

対
象
を
観
察
し
な
が
ら
真
摯
に
描
き
、
高
く
評
価
さ
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
な

(

2

1

)

 

お
趙
令
松
の
画
犬
は
、
北
宋
の
士
大
夫
で
あ
る
黄
庭
堅
に
も
評
価
さ
れ
、
当
時

の
知
識
人
達
の
間
で
鑑
賞
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

『
宣
和
画
譜
』
に
録
さ
れ
る
画
題
を
概
観
す
る
と
、
同
じ
く
宮
廷
で
愛
玩
さ

れ
た
猫
に
比
べ
て
も
、
犬
を
主
体
と
す
る
画
は
少
な
い
。
猫
の
モ
チ
ー
フ
は
、

蝶
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
「
電
蓋
」
す
な
わ
ち
長
寿
を
意
味
す
る
と
い
う
明

確
な
吉
祥
性
を
有
し
て
い
た
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
先
述
の
張
及
之
、
趙
令
松
の

節
を
ふ
ま
え
る
と
、
犬
に
付
与
さ
れ
て
き
た
低
俗
な
イ
メ
ー
ジ
は
、
犬
図
の

や
宗
室
画
家
で
あ
る
趙
令
松
が
、
従
来
の
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
す
る
、
士
大
夫
の

鑑
賞
に
も
堪
え
う
る
犬
図
を
描
い
た
こ
と
で
、
従
来
の
犬
図
に
対
す
る
マ
イ
ナ

ス
の
イ
メ
ー
ジ
は
軽
減
さ
れ
て
ゆ
き
、
後
の
李
迪
を
始
め
と
す
る
南
宋
の
画
院

更
に
こ
れ
ら
の
画
家
以
外
に
も
、
『
宣
和
画
譜
』
は
、
五
代
の
花
鳥
画
家
と

し
て
知
ら
れ
た
黄
答
の
「
山
石
猫
犬
図
」
、
「
猟
犬
図
」
（
巻
十
六
「
花
鳥
二
」
）
、

北
宋
の
画
猿
の
名
手
・
易
元
吉
に
よ
る
「
子
母
犬
図
」
（
巻
十
八
「
花
鳥
四
」
）

(

2

2

)

 

な
ど
、
過
去
の
著
名
画
家
の
手
に
な
る
様
々
な
犬
図
が
、
十
二
世
紀
初
頭
に
存

在
し
て
い
た
こ
と
を
伝
え
る
。
こ
う
し
た
名
画
家
達
の
伝
承
作
や
、
育
ま
れ
て

き
た
絵
画
表
現
、
画
題
お
よ
び
造
形
語
彙
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
南
宋
の
画
家
達
は
、

で
は
虎
の
描
き
損
じ
な
ど
と
み
な
さ
れ
軽
ん
じ
ら
れ
て
き
た
犬
を
、
趙
令
松
は

た
が
、
本
朝
の
趙
令
松
は
、
も
と
よ
り
犬
を
見
て
描
く
。
そ
こ
に
意
の
な
い
こ

と
が
あ
ろ
う
か
。
こ
の
一
節
「
画
虎
不
成
反
類
於
狗
」
は
、
古
く
か
ら
画
家
の

(

2

0

)

 

力
量
不
足
を
批
判
す
る
際
な
ど
に
用
い
ら
れ
て
き
た
例
え
だ
が
、
絵
画
の
世
界

南
宋
の
画
院
は
、
前
王
朝
の
徽
宗
が
整
え
た
宮
廷
画
院
の
制
度
や
、
理
想
と

し
た
「
詩
画
一
致
」
の
理
念
を
継
承
し
て
、
山
水
花
鳥
、
道
釈
人
物
な
ど
の
画

題
が
描
か
れ
た
が
、
特
に
花
鳥
や
禽
獣
の
画
題
は
、
細
緻
な
筆
遣
い
と
鮮
麗
な

色
彩
の
も
と
、
典
雅
な
趣
を
た
た
え
る
小
品
が
制
作
さ
れ
た
こ
と
が
、
現
存
作

例
か
ら
も
窺
え
る
。
犬
と
い
う
モ
チ
ー
フ
に
注
目
す
れ
ば
、
ま
ず
は
十
二
世
紀

の
孝
宗
朝
で
活
躍
し
た
画
院
画
家
・
毛
益
の
作
と
伝
わ
る
「
萱
草
遊
狗
図
」
（
図

1
5
。
重
要
文
化
財
。
南
宋
時
代

れ
よ
う
。
今
日
対
と
な
っ
て
い
る
「
蜀
葵
遊
猫
図
」
と
共
に
、
当
初
は
画
冊
の

一
葉
と
し
て
鑑
賞
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
本
図
は
、
ふ
さ
ふ
さ
と
し
た
毛

(

2

3

)

 

並
み
の
親
子
犬
が
、
萱
草
と
太
湖
石
の
あ
る
屋
外
で
憩
う
様
が
描
か
れ
る
。
現

在
は
無
款
で
あ
り
、
毛
益
作
と
み
な
せ
る
確
証
は
な
い
も
の
の
、
黒
や
濃
茶
な

ど
の
線
を
重
ね
る
こ
と
で
表
さ
れ
た
親
犬
の
毛
並
み
や
、
犬
達
の
自
然
な
動
態
、

中
の
モ
チ
ー
フ
の
組
み
合
わ
せ
に
着
目
す
る
な
ら
ば
、
犬
は
多
産
で
あ
る
こ
と

ん
だ
ん
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
北
宋
の
趙
令
松
が
描
い
た
と
い
う

「
花
竹
獅
犬
図
」
「
瑞
蕉
獅
犬
図
」
の
よ
う
な
作
品
を
、
構
成
及
び
吉
祥
図
と
い

う
側
面
で
も
継
承
し
た
も
の
と
み
な
せ
よ
う
。

ま
た
毛
益
の
伝
承
を
持
つ
同
系
統
の
犬
図
と
し
て
「
遊
狗
図
」
（
図
1
6
。
南

(

2

4

)

 

宋
時
代
〔
十
三
世
紀
〕
、
個
人
蔵
）
が
伝
わ
る
。
振
り
返
る
一
匹
の
犬
、
萱
草
と

二
世
紀
〕
、
大
和
文
華
館
蔵
）
が
あ
げ
ら

そ
れ
ぞ
れ
に
犬
図
を
制
作
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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そ
し
て
同
五
年
（

一
九
九
）
款
「
狗
図
」
双
幅
は
、
小
画
面
に
そ
れ
ぞ
れ

匹
表
す
と
い
う
構
成
だ
が
、
同
時
代
の
作
例
を
鑑
み
た
と
き
、

草
遊
狗
図
」
に
お
け
る
子
犬
の
描
写
と
の
共
通
性
が
見
い
だ
せ
る
。
す
な
わ
ち

既
に
あ
る
程
度
の
図
様
パ
タ
ー
ン

て
い
た
と
み
な
せ
よ
う
。

れ
た
狩
猟
犬
は
、
古
く
は
唐
の
餘
徳
太
子
墓
室
壁
画
に
も
見
い
だ
せ
る
が
、

に
あ
る
五
代
の
黄
答
「
猟
犬
図
」
と
い
っ
た
作
も
、
お
そ
ら
く
同
種

の
洋
犬
を
描
い
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
う
し
た
洋
犬
図
は
、

中
国
の
画
犬
の
中
で
は
最
も
歴
史
が
長
く
、
そ
れ
ゆ
え
に
李
迪
の
時
代
に
は
、

一
九
七
）
款
「
猟
犬
図
」
の
よ
う
な
、
西
洋
か
ら
も
た
ら
さ

明
初
を
代
表
す
る
文
学
者
で
あ
り
、

の

い
て
確
認
し
て
い
き
た
い
。

か
ら
、
文
人
層
な
ど

収
蔵
さ
れ
、
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
こ

と
し
た
魅
力
的
な
姿
の
み
な
ら
ず
、
詩
的
情
趣
や
勧
戒
的
意
味
を
も
備
え
た
犬

図
を
制
作
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

文
献
史
料
等
を
確
認
す
る
と
、
李
迪
の
犬
図
は
、
明
時
代
初
期

え
る
。
こ
の
こ
と
は
、
先
述
し
た
「
狗
図
」
双
幅
の
成
立
に
も
、
少
な
か
ら
ず

関
わ
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。
本
章
で
は
、
明
以
降
の
李
迪
犬
図
の
評
価
に
つ

人
と
し
て
知
ら
れ

二

年

（

院
画
家
で
あ
る
李
迪
に
は
、

太
湖
石
を
、
画
面
の
余
白
を
多
く
と
る
構
成
の
も
と
に
表
し
、
深
い
詩
的
情
趣

を
た
た
え
る
。
丁
寧
な
毛
描
き
に
、
気
品
す
ら
感
じ
さ
せ
る
犬
の
仔
ま
い
の
描

高
潔
な
精
神
性
を
犬
に
伴
わ
せ
る
に
至
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
作
例
と
い
え
よ

こ
こ
で
再
び
、
李
迪
の
伝
承
作
を
確
認
し
た
い
。
二
匹
の
子
犬
を
擁
す
る
白

い
洋
犬
が
、
屋
外
に
座
す
姿
を
描
く
「
犬
図
」
の
、
親
子
犬
と
い
う
画
題
自
体

は
、
北
宋
の
易
元
吉
「
子
母
犬
図
」
な
ど
、
古
く
か
ら
成
立
し
て
い
た
こ
と
が

中
の
モ
チ
ー
フ
は
、
他
に
は
ま
ば
ら
に
植
物
を
配
す
る
の
み
で
、
先
述
の
毛
益

画
に
比
べ
て
明
確
な
吉
祥
性
は
有
さ
な
い
も
の
の
、
そ
も
そ
も
母
子
犬
、
特
に

(

2

5

)

 

授
乳
中
の
母
犬
は
母
性
愛
の
象
徴
、
儒
教
道
徳
の
鑑
と
み
な
さ
れ
て
き
た
。
そ

れ
を
想
起
す
る
な
ら
ば
、
本
図
は
吉
祥
画
と
い
う
よ
り
、
鑑
賞
者
で
あ
る
王
侯

へ
の
勧
戒
画
と
し
て
制
作
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

。
、つ

「
狗
図
」
左
幅
の
犬
の
毛
の
模
様
や
、
身
を
低
く
し

な
ど
で
あ
り
、

家
達
は
適
宜
共
有
し
つ
つ
、
自
身
の
犬
図
を
描
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

次
章
で
述
べ
る
通
り
、
更
に
李
迪
は
「
百
犬
図
巻
」
と
い
う
作
を
制
作
し
て

い
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ
を
ふ
ま
え
る
と
、
過
去
や
同
時
代
の
画
犬

も
学
び
、
継
承
し
つ
つ
、
自
身
の
膨
大
な
犬
の
動
態
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー

そ
れ
ら
を
適
宜
様
々
な
構
成
に
転
用
し
て
い
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

ふ
ま
え

る
べ
き
考
え
を
意
識
し
つ
つ
、
犬
図
を
制
作
し
た
可
能
性
を
述
べ
て
き
た
。

李
迪
を
始
め
と
す
る
南
宋
画
家
達
が
、

そ
う
し
た
図
様
伝
統
を
引
き
継
い
だ
も
の
で
あ
る
可
能
性
も
高
い
。
画

写
は
見
事
で
あ
り
、
南
宋
院
体
画
の
犬
図
が
「
揺
尾
乞
憐
之
状
」
か
ら
離
れ
、

る。

は
、
概
ね
唐
か
ら
南
宋
ま
で
の
画
犬

世
紀
に
成
立
し
て
い

そ
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る
高
啓
(
-
三
三
六
ー
七
四
）
は
、
李
迪
の
犬
図
を
実
見
し
た
際
に
五
言
絶
旬

(

2

6

)

 

「
題
李
迪
画
犬
詩
」
を
詠
ん
で
い
る
。

護
兒
偏
吠
客
。
花
下
冊
晴
丑
沙
。
莫
出
東
原
猟
。
春
来
兎
乳
多
。

高
啓
が
見
た
犬
図
は
、
詩
文
か
ら
鑑
み
て
、
授
乳
中
の
母
子
犬
が
草
花
の
咲

＜
屋
外
で
臥
す
と
い
う
、
「
犬
図
」
に
近
い
図
様
の
作
品
だ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

本
詩
は
、
明
初
に
高
啓
を
始
め
と
す
る
文
人
層
で
李
迪
犬
図
が
評
価
さ
れ
て
い

た
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、
こ
う
し
た
文
人
サ
ー
ク
ル
の
営
為
の
も
と
に
、
李

迪
が
「
犬
図
の
名
手
」
と
し
て
再
評
価
さ
れ
て
い
っ
た
可
能
性
を
窺
わ
せ
る
。

実
際
、
明
中
後
期
に
は
、
著
名
な
収
蔵
家
の
収
蔵
・
過
眼
を
経
た
李
迪
犬
図

が
数
件
見
受
け
ら
れ
る
。
明
の
文
嘉
(
-
五

0
一
ー
八
三
）
撰
『
鈴
山
堂
書
画

記
』
（
隆
慶
二
年
〔
一
五
六
八
〕
序
）
に
よ
れ
ば
、
嘉
靖
年
間
(
-
五
ニ
―

六
六
）
に
権
勢
を
揮
っ
た
政
治
家
で
あ
り
、
大
収
蔵
家
と
し
て
も
知
ら
れ
た
厳

嵩
(
-
四
八
〇
ー
一
五
六
七
）
の
も
と
に
は
、
李
迪
の
「
百
犬
図
」
な
る
作
品

(

2

7

)

 

が
所
蔵
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
本
図
は
現
在
伝
わ
ら
ず
、
李
迪
の
真
筆
な
い
し

そ
の
模
本
、
あ
る
い
は
後
世
の
偽
作
だ
っ
た
か
な
ど
は
確
認
で
き
な
い
。
当
時

の
鑑
識
家
達
が
、
本
図
を
ど
う
評
価
し
た
か
も
、
記
述
が
な
い
た
め
詳
ら
か
で

(

2

8

)

 

な
い
。
「
百
犬
図
」
と
い
う
画
題
は
、
他
に
類
例
を
見
い
だ
せ
な
い
が
、
百
匹
あ

る
い
は
そ
れ
に
迫
る
ほ
ど
の
賂
し
い
数
の
犬
を
描
く
作
だ
っ
た
と
み
な
せ
よ

う
。
こ
う
し
た
、
同
種
の
動
物
を
無
数
に
画
面
に
配
す
る
、

い
わ
ゆ
る

図
」
自
体
は
、
北
宋
の
画
院
画
家
で
あ
っ
た
馬
貰
が
、
百
雁
図
、
百
猿
図
、
百

(

2

9

)

 

馬
図
、
百
牛
図
、
百
羊
図
、
百
鹿
図
を
描
い
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
遅
く
と
も

゜
、つ 北

宋
に
は
様
々
な
動
物
を
テ
ー
マ
と
し
て
描
か
れ
て
い
た
画
題
で
あ
り
、
「
百

犬
図
」
も
ま
た
、
お
そ
ら
く
吉
祥
図
様
と
し
て
、
南
宋
に
は
既
に
成
立
し
て
い

た
可
能
性
が
高
い
。

李
迪
が
「
百
犬
図
」
を
描
い
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
絵
画
表
現
は
い
か
な

る
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
李
迪
「
百
犬
図
」
は
、
明
・
江
何
玉
撰
『
珊

瑚
網
』
（
崇
禎
十
六
年
〔
一
六
四

(

3

0

)

 

う
が
、
そ
れ
以
外
の
品
質
法
量
、
絵
画
表
現
、
鑑
蔵
印
等
に
つ
い
て
は
不
明
で

あ
る
。
宋
代
に
お
け
る
画
巻
形
式
の
「
百
・
図
」
の
図
様
を
窺
わ
せ
る
作
と
し

て
は
、
北
宋
の
伝
李
公
麟
「
臨
車
櫃
牧
放
図
巻
」
（
北
京
故
宮
博
物
院
蔵
）
、
伝

易
冗
吉
「
取
歪
猿
図
巻
」
（
図
1
7
。
大
阪
市
立
美
術
館
蔵
）
、
南
宋
の
伝
江
参
「
百

牛
図
巻
」
（
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
蔵
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
ら
は
、

そ
れ
ぞ
れ
馬
や
猿
、
牛
が
、
自
然
景
の
な
か
で
い
き
い
き
と
活
動
す
る
姿
を
描

い
て
い
る
。
画
中
の
地
形
や
樹
木
な
ど
の
モ
チ
ー
フ
と
有
機
的
に
関
わ
り
あ
い

な
が
ら
、
立
つ
、
座
す
、
寝
る
、
親
子
で
憩
う
な
ど
の
多
彩
な
動
態
を
現
出
し

て
お
り
、
当
時
に
お
け
る
そ
の
動
物
の
豊
か
な
造
形
語
彙
を
窺
わ
せ
る
好
資
料

と
も
い
え
る
。
お
そ
ら
く
李
迪
の
「
百
犬
図
」
も
、
自
然
景
や
庭
園
の
中
に
、
様
々

な
犬
の
姿
が
描
か
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
中
に
は
現
存
す
る
李
迪
犬
図

に
共
通
す
る
モ
チ
ー
フ
も
見
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
「
百
犬
図
」
は
、
李
迪

が
犬
の
豊
富
な
造
形
語
彙
を
自
身
の
も
の
と
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
も
と
に

様
々
な
犬
図
を
制
作
し
て
い
た
可
能
性
を
示
す
興
味
深
い
作
品
と
い
え
る
だ
ろ

こ
の
「
百
犬
図
」
に
つ
い
て
、
厳
嵩
以
前
の
来
歴
、
厳
嵩
の
も
と
を
離
れ
た

(

3

1

)

 

後
の
消
息
は
詳
ら
か
で
な
い
。
現
在
は
文
字
史
料
に
の
み
そ
の
存
在
を
伝
え
る

〕
刊
）
等
に
よ
れ
ば
巻
子
装
だ
っ
た
と
い
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巻
二
で
、

貞
や
項
元
沐
等
、
当
時

見
せ
ず
と
も
そ
の
名
は
知
っ
て
い
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
こ
の
子

犬
図
二
点
へ
の
言
及
も
ま
た
、
実
見
や
伝
聞
な
ど
を
経
て
、
同
時
代
に
共
有
さ

（
一
五

九
ー

流
の
収
蔵
家
達
と
も
親
交
の
あ
っ
た
麿
景
鳳
は
、
実

は
な
い
。
ま
さ
に
趙
令
松
達
の
画
犬
に
比
肩
す
る
も
の
で
あ
る
。

な
仔
ま
い
を
良
く
と
ら
え
て
い
て
、
尾
を
振
っ
て
憐
れ
み
を
乞
う
よ
う
な
姿
で

鮮
半
島
由
来
の
俊
足
の
犬
）
を
鑑
賞
す
る
と
、
そ
の
筆
力
は
雄
健
、

文
嘉
や
厳
嵩
と
ほ
ぼ
同
時
代
に
活
躍
し
た
安
徽
の
書
画
家
・
鑑
識
家
で
あ
る

）
は
、
自
身
の
書
画
鑑
賞
記
録
『
東
図
玄
覧

の
子
犬
図
二
点
を
見
た
こ
と
を
録
し
て
い
る
。

李
迪
小
狗
二
片
。
油
毛
既
縦
而
生
発
自
然
又
有
好
勢
。
雖
眼
前
俗
物
乃
至

(

3

2

)

 

有
雅
趣
。

そ
の
子
犬
図
二
点
は
、
毛
が
波
打
つ
描
写
が
ま
こ
と
に
自
然
で
、
対
象
そ
の
も

の
の
本
質
を
活
き
活
き
と
表
し
て
い
た
と
い
う
。
更
に
麿
景
鳳
は
、
犬
は
ど
こ

に
で
も
い
る
俗
な
も
の
だ
が
、
こ
の
画
の
犬
は
雅
趣
を
有
し
て
い
る
と
賞
賛
す

る
。
五
代
の
張
及
之
の
犬
図
に
対
す
る
評
価
を
想
起
す
れ
ば
、
俗
を
払
拭
し
た

品
格
あ
る
犬
図
を
描
け
る
こ
と
は
、
犬
図
の
名
手
に
求
め
ら
れ
る
要
素
の
一
っ

で
あ
っ
た
。
こ
の
記
述
は
麿
景
鳳
ひ
い
て
は
明
末
の
文
人
達
の
間
で
、
李
迪
の

犬
図
が
そ
う
し
た
観
点
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
に
足

る
。
厳
嵩
旧
蔵
の
「
百
犬
図
」
を
麿
景
鳳
が
実
見
し
た
か
は
不
明
だ
が
、
王
世

輿
令
松
輩
争
相
後
先
。
耽
信
公
書
。

と
が
窺
わ
れ
よ
う
。
先
述
し
た
通
り
、
本
作
に
つ
い
て
筆
者
は
、
明
時
代

ー
十
六
世
紀
）

の
模
本
の
可
能
性
が
高
い
と
考
え
る
が
、
背
景
に
は
こ
う
し
た

明
初
か
ら
の
李
迪
犬
図
の
再
評
価
が
あ
り
、
伝
徽
宗
「
狗
子
図
」

み
る
と
、
原
図
へ
の
高
い
価
値
付
け
の
も
と
、

(

3

3

)

 

さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

慶
冗
三
年
（
一

耽
昭
忠
（
？

l
-
六
八
六
）
に
よ
る
対
題
が
あ
り
、
本
図
を
次
の
よ
う
に
評
価

(

3

4

)

 

す
る
。

唐
之
趙
博
文
、
五
代
之
張
及
之
、
宋
之
趙
令
松
、

李
迪
韓
慮
図
、
筆
力
雄
健
、
能
得
其
敦
厖
態
度
、
無
揺
尾
乞
憐
之
状
。
殆

の
趙
博
文
、
五
代
の
張
及
之
、
そ
し

て
そ
の
名
声
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
て
い
る
。

の
趙
令
松
は
、
み
な
画
犬
に
お
い

い
ま
私
が
、
李
迪
の
韓
慮
図
（
朝

九
七
）
款
「
猟
犬
図
」
に
は
、
清
初
を
代
表
す
る
収
蔵
家

の
模
本
が
こ
の
頃
に
制
作

六
〇

る
一
助
と
な
っ
た
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
よ
う
。

子
犬
図
が
、
少
な
か
ら
ず
民
間
に
出
回
り
、

の
眼
に
ふ
れ
て
い
た
こ

が
、
五
代
の
顧
閏
中
「
韓
煕
載
夜
宴
図
巻
」
や
北
宋
の
張
捧
端
「
清
明
上
河
図

巻
」
（
い
ず
れ
も
北
京
故
宮
博
物
院
蔵
）
等
、
稀
代
の
名
品
を
多
数
所
蔵
し
て

い
た
厳
嵩
の
旧
蔵
品
そ
し
て
幻
の
名
巻
と
し
て
、
同
時
代
そ
し
て
後
世
に
お
い

て
そ
の
名
が
知
ら
れ
、
「
画
犬
の
名
手
」
と
し
て
の
李
迪
イ
メ
ー
ジ
を
構
築
す

れ
て
い
た
李
迪
犬
図
の
名
声
を
ふ
ま
え
て
述
べ
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

さ
ら
に
こ
の
麿
景
鳳
が
見
た
作
品
は
、
画
題
と
員
数
が
伝
李
迪
「
狗
図
」

幅
と
同
じ
で
あ
る
点
も
注
目
さ
れ
る
。
図
様
や
構
成
ま
で
も
が
本
作
と
同
じ

だ
っ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
も
の
の
、
明
末
に
は
本
作
の
よ
う
な
小
品
の
伝
李
迪

9-



耽
昭
忠
は
、
『
宣
和
画
譜
』
に
お
け
る
張
及
之
の
犬
図
へ
の
評
価
を
用
い
つ
つ
、

本
図
を
賞
賛
し
て
お
り
、
そ
の
表
現
は
、
趙
令
松
ら
名
画
家
達
に
も
匹
敵
す
る

と
結
ぶ
。
こ
こ
か
ら
李
迪
が
、
唐
か
ら
北
宋
ま
で
の
歴
代
の
画
犬
の
名
手
に
連

な
る
画
家
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
れ
も
耽
昭
忠
個
人
の
見
解

で
は
な
く
、
明
代
以
降
に
共
有
さ
れ
た
「
画
犬
の
名
手
」
と
し
て
の
李
迪
イ
メ
ー

ジ
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
述
べ
ら
れ
た
言
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
挙
げ
ら
れ
た
画

家
達
の
作
と
伝
わ
る
犬
図
に
つ
い
て
は
、
明
清
の
著
録
等
に
も
記
述
に
乏
し
い

こ
と
に
鑑
み
る
と
、
そ
う
し
た
過
去
の
名
画
家
達
の
画
風
を
受
け
継
ぎ
、
そ
の

本
稿
で
は
、
伝
李
迪
「
狗
図
」
双
幅
の
絵
画
表
現
や
制
作
背
景
の
考
察
の
ほ

か
、
李
迪
に
至
る
ま
で
の
画
犬
の
歴
史
、
明
以
降
の
李
迪
犬
図
の
評
価
を
確
認

し
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
着
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
、
画
犬
に
お
け
る
李
迪
の
絵

画
史
的
な
位
置
付
け
と
、
そ
の
名
手
と
し
て
の
李
迪
イ
メ
ー
ジ
の
形
成
に
つ
い

て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
特
に
明
代
以
降
、
李
迪
の
犬
図
が
注
目
さ

れ
た
こ
と
で
、
そ
の
模
本
や
伝
承
作
が
少
な
か
ら
ず
生
み
出
さ
れ
た
可
能
性
は
、

そ
れ
ら
が
十
五
世
紀
以
降
に
日
本
や
朝
鮮
半
島
に
伝
来
し
、
中
国
由
来
の
犬
図

と
し
て
重
視
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
に
お
け
る
犬
図
の
発
展
を
促
す
資
と
な
っ

た
と
考
え
る
と
、
注
目
す
べ
き
問
題
で
あ
る
と
い
え
る
。
「
狗
図
」
双
幅
を
は

じ
め
と
す
る
李
迪
の
犬
図
は
、
中
国
に
お
け
る
画
犬
の
歴
史
の
み
な
ら
ず
、
東

結
語

て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

面
影
を
残
す
作
と
し
て
も
、
南
宋
の
画
院
画
家
・
李
迪
の
犬
図
は
珍
重
を
受
け

ア
ジ
ア
に
お
け
る
南
宋
院
体
動
物
画
受
容
の
一
様
相
を
考
え
る
う
え
で
も
重
要

主-I-=u 
(

l

)

李
迪
の
活
躍
年
代
は
著
録
ご
と
に
異
な
る
も
の
の
、
現
在
で
は
元
・
荘
粛
撰
『
画
継

補
遺
』
（
大
徳
二
年
〔
―
二
九
八
〕
序
）
の
記
述
（
〔
註

2
〕
参
照
）
が
、
最
も
信
頼

に
足
る
も
の
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
李
迪
の
生
没
年
な
ど
に
つ
い
て
の
考
察
は
以
下

を
参
照
。
米
澤
嘉
圃
「
研
究
余
録
李
迪
の
生
存
年
代
に
つ
い
て
の
疑
問
」
（
『
國
華
』

第
八

0
四
号
、
園
華
社
、
一
九
五
九
年
）
、
藤
田
伸
也
「
李
迪
筆
雪
中
帰
牧
図
の
対

幅
の
問
題
に
つ
い
て
」
（
『
國
華
』
第
一
―
八
五
号
、
一
九
九
四
年
）
、
板
倉
聖
哲
「
館

蔵
品
研
究
李
迪
「
雪
中
帰
牧
図
」
騎
牛
幅
」
（
『
大
和
文
華
』
九
七
号
、
大
和
文
華

館
、
一
九
九
七
年
）
、
塚
本
麿
充
「
大
和
文
華
館
宋
画
の
世
界
」
（
『
名
品
鑑
賞
一

大
和
文
華
館
の
宋
画
の
世
界
』
大
和
文
華
館
、
二

0
1
0
年）。

(

2

)

元
・
荘
粛
撰
『
画
継
補
遺
』
巻
下
「
李
迪
。
銭
唐
人
。
孝
光
寧
画
院
祇
候
。
画
雑
画
。

然
写
飛
走
花
竹
頗
有
生
意
。
其
子
山
水
人
物
皆
無
取
焉
。
」
（
傍
線
部
お
よ
び
旬
読
点

は
筆
者
に
よ
る
）
（
参
考
缶
由
犀
目
画
全
書
編
纂
委
員
会
編
『
中
国
書
画
全
書
』
二
巻
、

上
海
書
画
出
版
社
、
一
九
九
二
年
）

(

3

)

『
特
別
企
画
展
生
命
の
彩
ー
花
と
生
き
も
の
の
美
術
ー
』
展
図
録
、
大
和
文
華
館
、

二
0
一
八
年
。
金
子
信
久
『
子
犬
の
絵
画
史
ー
た
の
し
い
日
本
美
術
』
講
談
社
、

二
0
二
ニ
年
。
『
特
別
展
い
ぬ
ね
こ
彩
彩
ー
東
ア
ジ
ア
の
犬
と
猫
の
絵
画
ー
』
展

図
録
、
大
和
文
華
館
、
二

0
二
三
年
。
野
田
麻
美
「
江
戸
狩
野
派
の
〈
倣
古
図
〉
を

め
ぐ
る
一
考
察
—
狩
野
探
幽
筆
「
学
古
図
帖
」
を
中
心
に
」
（
『
徳
川
の
平
和

1

二
五

0
年
の
美
と
叡
智
ー
』
静
岡
県
立
美
術
館
、
二

0
一
六
年
）
。

(

4

)

吉
田
宏
志
「
李
朝
の
花
鳥
画
と
日
本
」
（
『
李
朝
絵
画
ー
隣
国
の
明
澄
な
美
の
世
界
』

展
図
録
、
大
和
文
華
館
、
一
九
九
六
年
）
。
板
倉
聖
哲
「
李
巌
、
像
（
イ
メ
ー
ジ
）

の
形
成
と
展
開
ー
東
ア
ジ
ア
絵
画
史
の
可
能
性
ー
」
（
『
國
華
』
第
一
四
八
一
号
、

な
作
例
で
あ
る
と
、
あ
ら
た
め
て
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

-10-



(

6

)

李
迪
画
の
款
記
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。
王
耀
庭
「
宋
画
款
識
形
態
探
源
」
（
同

氏
『
書
画
管
見
集
』
石
頭
出
版
、
二

0
一
七
年
）
。
同
氏
「
《
晴
麓
横
雲
》
《
名
賢
宝
績
》

二
題
」
（
『
阿
部
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
諸
相
—
文
化
的
意
義
と
そ
の
未
来
』
国
際
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
報
告
書
、
大
阪
市
立
美
術
館
、
二

0
一
八
年
）
。

(

7

)

南
宋
画
の
、
背
景
に
薄
墨
を
敷
く
没
骨
技
法
と
の
共
通
性
に
つ
い
て
は
、
塚
本
麿
充

氏
（
東
京
大
学
）
、
植
松
瑞
希
氏
（
東
京
国
立
博
物
館
）
よ
り
ご
指
摘
と
ご
教
示
を

い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
記
し
、
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

(
8
)拙
稿
「
総
説
東
ア
ジ
ア
の
犬
と
猫
ー
そ
の
モ
チ
ー
フ
の
広
が
り
—
」
(
『
い
ぬ
ね
こ

彩
彩
—
東
ア
ジ
ア
の
犬
と
猫
の
絵
画
ー
』
展
図
録
、
前
掲
書
註

3
)。
野
田
氏
、
前

掲
論
文
註

3
。
な
お
野
田
氏
は
、
「
倣
李
迪
筆
意
犬
図
」
（
個
人
蔵
）
に
つ
い
て
は
、

狩
野
探
幽
に
よ
る
同
図
様
の
作
品
が
先
行
し
て
存
在
し
た
可
能
性
を
述
べ
て
い
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
本
図
は
、
狩
野
探
幽
の
過
眼
・
評
価
を
経
た
た
め
に
、
後
の
狩
野
派

を
始
め
と
す
る
画
家
達
に
重
視
さ
れ
、
積
極
的
に
倣
模
本
が
制
作
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

(

9

)

本
図
に
つ
い
て
は
、
図
様
を
ほ
ぽ
左
右
反
転
さ
せ
た
、
元
時
代
（
十
四
世
紀
）
の
作

と
さ
れ
る
犬
図
（
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
）
も
伝
わ
っ
て
い
る
。
｀
A
n
o
n
y
m
o
u
s

(

f

o

r
m
e
r
l
y
 at
t
ri
b
ut
e
d
 t
o
 M
a
o
 Y
i, 

a
ct
.
 
1
1
6
5
,
7
4
I
)
H
o
u
n
d
 W
a
l
l
l
i
ng
`
(
↑
ぺ

r
a
l
e
s

f
r
o
m
 t
h
e
 L
a
n
d
 of
 D
r
ag
o
n
s
:
 1
0
0
0
 y
e
a
r
s
 of
 C
hi
n
e
s
e
 P
ai
n
t
i
n
g
'
`
t
h
e
 

m
u
s
e
u
m
 of
 Fi

n
e
 A
rt
s, 
B
o
st
o
n
,
 1997.) 

(

1

0

)

本
図
の
作
品
解
説
や
論
考
と
し
て
以
下
が
あ
る
。
板
倉
聖
哲
「
犬
図

説

（

展

図

録

、

徳

川

美

術

館

、

（
『
特
別
展

註
3

)

。

-
0
一
九
年
）
。

(

5

)

本
作
に
つ
い
て
の
解
説
お
よ
び
論
考
は
、
主
に
以
下
が
あ
る
。
拙
稿
「
伝
李
迪

対
幅
」
解
説
（
『
特
別
企
画
展
生
命
の
彩
ー
花
と
生
き
も
の
の
美
術
ー
』
展

亘註
3

)

。
拙
稿
「
東
ア
ジ
ア
の
犬
と
猫
ー
そ
の
モ
チ
ー
フ
の
広
が
り
ー
」

い
ぬ
ね
こ
彩
彩
ー
東
ア
ジ
ア
の
犬
と
猫
の
絵
画
ー
』
展
図
録
、
前
掲
書

図

李
迪
筆
」
解

1
0
0
八
年
）
。
拙 犬

李
迪
筆
」
解
説
（
『
特
別
展

図
録
、
前
掲
書
註
3

)

。

(11)

台
北
國
立
故
宮
博
物
院
資
料
検
索
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
『
故
宮
典
蔵
資
料
検
索
』

g
o
v
.t
w
)

「
宋
人
集
絵
冊
宋
李
迪
秋
葵
山
石
」

h
t
t
p
://di
g
i
t
a
l
a
r
c
hi
v
e
.
np
m
.

g
o
v
.
 t
w
/
P
ai
n
t
i
n
g
/
C
o
nt
e
nt
?
p
i
d
1
1
1
4
4
7
6
&
D
ep
t
11
p
 (
閲
覧
日
時
[
二

O
二
四
年

一
月
六
日
）
。

(

1

2

)

本
図
に
つ
い
て
は
主
に
以
下
を
参
照
。
拙
稿
「
東
ア
ジ
ア
の
犬
と
猫
ー
＇
そ
の
モ
チ
ー

フ
の
広
が
り
ー
」
（
『
特
別
展
い
ぬ
ね
こ
彩
彩
—
東
ア
ジ
ア
の
犬
と
猫
の
絵
画
|
`
』

展
図
録
、
前
掲
書
註
3

)

。
拙
稿
「
狗
子
図
伝
徽
宗
皇
帝
筆
」
解
説
（
『
特
別
展

い
ぬ
ね
こ
彩
彩
ー
東
ア
ジ
ア
の
犬
と
猫
の
絵
画
—
』
展
図
録
、
前
掲
書
註

3
)
。

(

1

3

)

唐
・
張
彦
遠
撰
『
歴
代
名
画
記
』
巻
十
「
唐
朝
下
」
「
趙
博
文
。
尚
書
左
丞
洞
之
子
也
。

画
子
母
犬
兎
、
善
写
貌
。
応
進
士
不
第
。
兄
博
宣
、
亦
解
画
。
」
（
参
考
；
谷
口
鉄
雄

『
校
本
歴
代
名
画
記
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
八
一
年
）
。
な
お
こ
の
「
子
母
犬
」

は
、
本
に
よ
っ
て
は
「
士
女
犬
」
と
表
記
さ
れ
、
長
廣
敏
雄
氏
は
、
「
子
母
」
は
「
士

女
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
る
（
張
彦
遠
撰
・
長
廣
敏
雄
訳
注
『
歴
代
名
画
記
』

平
凡
社
、
二

0
0
三
年
）
。

(

1

4

)

旬
読
点
は
筆
者
に
よ
る
。
底
本
は
以
下
を
参
照
し
た
。
楊
家
略
編
『
芸
術
叢
編
第
一

集
第
九
冊
宣
和
画
譜
』
世
界
書
局
印
行
、
一
九
六
二
年
。

(

1

5

)

北
宋
『
宣
和
画
譜
』
巻
十
三
「
畜
獣
こ
「
趙
博
文
。
尚
書
左
丞
相
趙
消
之
子
。
世

業
儒
、
喜
丹
青
、
而
於
士
女
兎
犬
為
尤
工
。
然
士
女
犬
兎
皆
目
前
近
習
易
於
形
似
、

而
一
時
如
王
拙
、
周
防
皆
有
盛
名
子
世
。
博
文
遂
能
相
後
先
、
則
是
必
有
得
之
於
筆

外
、
而
不
止
於
世
俗
区
区
形
似
之
習
也
。
今
御
府
所
蔵
一
。
兎
犬
図
。
」
（
傍
線
部
お

よ
び
旬
読
点
は
筆
者
に
よ
る
）

(

1

6

)

北
宋
『
宣
和
画
譜
』
巻
十
四
「
畜
獣
二
」
「
張
及
之
。
京
兆
一
。
画
犬
馬
花
鳥
頗
工
。

作
犬
得
其
敦
厖
無
揺
尾
乞
憐
之
状
。
世
或
伝
騎
射
図
撃
蒼
牽
黄
挽
強
馳
駆
筆
力
豪
逸

極
妙
。
然
所
得
特
犬
馬
之
習
。
方
五
代
干
文
之
際
。
風
聾
気
俗
蓋
有
自
而
然
。
今
御

府
所
蔵
一
。
写
犬
図
。
」
（
傍
線
部
は
本
文
引
用
箇
所
。
旬
読
点
は
筆
者
に
よ
る
）

稿
「
犬
図

い
ぬ
ね
こ
彩
彩
ー
東
ア
ジ
ア
の
犬
と
猫

ll-



(

1

7

)

「
応
科
目
時
輿
章
舎
人
書
」
の
書
き
下
し
文
、
日
本
語
訳
は
以
下
を
参
照
し
た
。
星

川
清
孝
『
新
釈
漢
文
大
系
七
十
唐
宋
八
大
家
文
読
本
一
』
明
治
書
院
、

一
九
七
六
年
。

(

1

8

)

南
宋
・
部
椿
撰
『
画
継
』
巻
二
「
候
王
貴
戚
」
「
令
松
。
字
永
年
。
大
年
弟
也
。
亦

善
丹
青
。
浮
休
居
士
、
謝
大
年
江
天
晩
景
図
雑
言
云
、
神
妙
独
数
李
将
軍
、
安
知
伯

仲
非
前
身
。
則
知
其
弟
兄
倶
能
、
且
筆
墨
倶
思
訓
格
也
。
又
山
谷
跛
其
画
来
云
、
調

齋
煤
作
花
果
殊
難
工
。
永
年
遂
珠
此
、
殊
不
易
。
又
云
、
永
年
作
狗
意
態
甚
逼
。
遣

翰
林
工
詑
其
草
石
。
不
敢
画
虎
、
憂
狗
之
似
。
故
直
作
狗
、
人
難
我
易
。
」
（
参
考
i

米
田
水
訳
注
『
図
画
見
聞
志
・
画
継
』
湖
南
美
術
出
版
社
、
二

0
0
0
年）

ま
た
趙
令
松
の
画
業
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
し
た
。
余
輝
『
画
裏
江
山
猶
勝
二
日

年
芸
術
家
族
之
趙
宋
家
族
』
石
頭
出
版
、
二

0
一
三
年
。

(

1

9

)

北
宋
『
宣
和
画
譜
』
巻
十
三
「
畜
獣
一
」
「
宗
室
令
松
。
字
永
年
。
輿
其
兄
令
穣
、

倶
以
丹
青
之
誉
蚊
馳
、
エ
画
花
竹
無
俗
韻
。
以
水
墨
作
花
果
為
難
エ
、
而
令
松
独
於

此
不
凡
。
然
巧
作
朽
露
太
多
。
論
者
或
病
之
。
而
画
犬
尤
得
名
。
子
時
昔
人
謂
画
虎

不
成
反
類
於
狗
。
今
令
松
故
直
作
狗
。
登
無
意
乎
。
官
至
右
武
衛
将
軍
。
隈
州
団
練

使
贈
徐
州
観
察
使
。
追
封
彰
城
候
。
今
御
府
所
蔵
四
。
瑞
蕉
獅
犬
図
一
。
花
竹
獅
犬

図
一
。
秋
菊
相
属
図
二
。
」
（
傍
線
部
は
本
文
引
用
箇
所
。
旬
読
点
は
筆
者
に
よ
る
）

(

2

0

)

唐
・
張
彦
遠
撰
『
歴
代
名
画
記
』
巻
一
「
叙
画
之
興
廃
」
に
「
嵯
乎
今
之
人
衆
藝
鮮

至
、
此
道
尤
衰
。
未
曽
誤
点
為
蠅
、
惟
見
不
成
類
狗
。
」
と
あ
る
。
な
お
よ
り
古
く

は
劉
宋
・
落
嘩
撰
『
後
漢
書
』
「
馬
援
列
伝
第
十
四
」
に
、
「
放
季
良
不
得
、
陥
為
天

下
軽
薄
子
、
所
謂
画
虎
不
成
反
類
狗
者
也
」
と
あ
る
。

(

2

1

)

前
掲
註
1

8

を
参
照
。
な
お
こ
の
言
は
、
南
宋
・
羅
従
彦
撰
『
豫
章
黄
先
生
文
集
』
第

二
十
七
「
題
跛
」
「
題
宗
室
大
年
永
年
画
」
な
ど
に
も
録
さ
れ
る
。

(

2

2

)

易
元
吉
の
犬
図
は
現
存
作
例
に
乏
し
い
が
、
か
つ
て
清
の
沈
南
頻
が
、
易
元
吉
の
「
一

笑
図
」
（
犬
と
竹
を
共
に
描
き
、
「
笑
」
の
寓
意
と
す
る
画
）
を
写
し
た
と
い
う
作
品

（
乾
隆
三
年
〔
一
七
三
八
〕
款
）
が
日
本
に
伝
わ
っ
て
い
た
。
原
図
の
詳
細
は
不
明

だ
が
、
易
元
吉
ゆ
か
り
の
犬
図
を
し
の
ば
せ
る
作
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
拙
稿
「
沈

南
頻
「
一
笑
図
」
を
め
ぐ
っ
て
ー
江
戸
日
本
に
お
け
る
南
頻
画
学
習
の
一
様
相
ー
」

（
『
美
の
た
よ
り
』
ニ
ニ
四
号
、
大
和
文
華
館
、
二

0
二
三
年
）
。

(

2

3

)

本
図
に
つ
い
て
は
、
主
に
以
下
を
参
照
。
衛
藤
駿
「
図
版
解
説
蜀
葵
遊
猫
図
．
萱

草
遊
狗
図
」
（
『
大
和
文
華
』
二
六
号
、
大
和
文
華
、
一
九
五
八
年
）
。
板
倉
聖
哲
「
館

蔵
品
研
究
伝
毛
益
箪
蜀
葵
遊
猫
図
．
萱
草
遊
狗
図
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
（
『
大
和
文

華
』
一

0
0
号
、
一
九
九
八
年
八
月
）
。
板
倉
聖
哲
「
蜀
葵
遊
猫
図
．
萱
草
遊
狗
図
」

解
説
（
『
南
宋
絵
画
ー
オ
情
雅
致
の
世
界
ー
』
根
津
美
術
館
、
二

0
0
四
年
）
。
塚
本

麿
充
氏
、
前
掲
書
註
ー
。
拙
稿
「
蜀
葵
遊
猫
図
．
萱
草
遊
狗
図
」
解
説
（
『
特
別
企

画
展
生
命
の
彩
ー
花
と
生
き
も
の
の
美
術
ー
』
展
図
録
、
前
掲
書
註
3

)

。
拙
稿
「
東

ア
ジ
ア
の
犬
と
猫
ー
そ
の
モ
チ
ー
フ
の
広
が
り
ー
」
（
『
特
別
展
い
ぬ
ね
こ
彩
彩
—

東
ア
ジ
ア
の
犬
と
猫
の
絵
画
ー
』
展
図
録
、
前
掲
書
註
3

)

。

(

2

4

)

本
図
に
つ
い
て
は
、
主
に
以
下
を
参
照
。
板
倉
聖
哲
「
遊
狗
図
伝
毛
益
筆
」
解
説

（
『
南
宋
絵
画
—
オ
情
雅
致
の
世
界
ー
』
展
図
録
、
前
掲
書
註
2
3
)
。

(

2

5

)

拙
稿
「
東
ア
ジ
ア
の
犬
と
猫
ー
そ
の
モ
チ
ー
フ
の
広
が
り
ー
」
（
『
特
別
展
い
ぬ
ね

こ
彩
彩
ー
東
ア
ジ
ア
の
犬
と
猫
の
絵
画
ー
』
展
図
録
、
前
掲
書
註
3

)

。
杉
本
欣
久
「
日

本
の
文
人
画
と
勧
戒
（
鑑
戒
）
思
想
」
（
『
ア
ジ
ア
遊
学
二
七
一
儒
教
思
想
と
絵
画

ー
東
ア
ジ
ア
の
勧
戒
画
』
勉
誠
社
、
二

0
二
ニ
年
）
。

(

2

6

)

詩
文
は
、
清
・
属
顎
撰
『
南
宋
院
画
録
』
巻
二
「
李
迪
」
項
を
参
照
し
た
。

(

2

7

)

明
・
文
嘉
撰
『
鈴
山
堂
書
画
記
』
「
名
画
宋
」
「
李
迪
百
犬
図
こ
（
参
考
函
i
函
賓
虹
．

部
実
編
『
美
術
叢
書
』
二
集
第
六
輯
、
浙
江
人
民
美
術
出
版
社
、
二

0
一
三
年
）
。

な
お
そ
の
他
の
著
録
で
の
掲
載
は
以
下
。

明
・
張
丑
撰
『
清
河
書
画
紡
』
（
万
暦
四
十
四
年
〔
一
六
一
六
〕
成
立
）
燕
字
号

第
七
「
附
文
嘉
書
画
記
。
・
・
名
画
三
。
宋
一
百
十
三
。
・
・
李
迪
画
百
犬
図
一
o
.
.
 」

（
参
考
公
餌
徳
明
校
黙
『
古
代
書
画
著
作
選
刊
清
河
書
画
紡
』
上
海
古
籍
出
版
社
、

二
0
―
一
年
）
。

明
・
注
阿
玉
撰
『
珊
瑚
網
』
（
崇
禎
十
六
年
〔
一
六
四
三
〕
刊
）
「
名
画
題
賊
」
巻

二
十
三
「
分
宣
厳
氏
画
品
手
巻
目
。
李
迪
樟
図
。
百
犬
図
。
」
（
参
考
二
『
中
国
書
画

-12-



全
書
』
五
巻
、

九
九
二
年
）

清
・
属
鶉
撰
『
南
宋
院
画
録
』
（
康
煕
六
十
年
〔
一
七
ニ
―
〕
序
）
巻
二
「
李
迪
」

「
李
迪
。
宣
父
像
。
花
鳥
十
二
幅
。
又
障
図
。
百
犬
図
手
巻
。
厳
氏
書
画
記
。
」
（
参
考
~

黄
賓
虹
・
部
実
編
『
美
術
叢
書
』
三
十
四
、
広
文
書
局
、
一
九
六
八
年
）
。

(

2

8

)

管
見
の
限
り
、
日
本
・
江
戸
時
代
の
伊
藤
若
沖
（
一
七
一
六
ー
一
八

0
0
)
に
「
百

犬
図
」
（
重
要
文
化
財
。
江
戸
中
期
〔
十
八
世
紀
後
半
〕
、
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）
が

伝
わ
る
。
中
国
絵
画
を
熱
心
に
学
習
し
た
伊
藤
若
沖
が
、
こ
の
画
題
を
い
か
な
る
経

緯
で
受
容
し
た
か
注
目
さ
れ
る
。

(

2

9

)

南
宋
・
部
椿
撰
『
画
継
』
巻
第
七
「
畜
獣
虫
魚
」
「
馬
賞
。
河
中
人
。
長
子
小
景
。

作
百
雁
、
百
猿
、
百
馬
、
百
牛
、
百
羊
、
百
鹿
図
。
雖
極
繁
幣
、
而
位
置
不
乱
。
本

仏
像
馬
家
。
後
写
生
。
馳
名
子
元
祐
紹
聖
間
。
」
（
傍
線
部
お
よ
び
旬
読
点
は
箪
者
に

よ
る
）

(

3

0

)

前
掲
註
2
7
を
参
照
。

(

3

1

)

「
消
明
上
河
図
巻
」
を
は
じ
め
と
す
る
厳
嵩
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
嘉
靖
四
十
四
年

（
一
五
六
五
）
に
厳
嵩
と
そ
の
子
世
蕃
が
籍
没
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
全
容
を
文
嘉
が
『
鈴

山
堂
書
画
記
』
と
し
て
ま
と
め
た
後
に
官
に
没
収
さ
れ
、
そ
の
後
散
逸
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。
「
百
犬
図
」
も
、
一
時
は
明
宮
廷
に
入
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
（
板
倉
聖
哲

「
そ
の
後
の
『
清
明
上
河
図
』
」
〔
伊
藤
弘
編
『
「
清
明
上
河
図
」
を
よ
む
』
勉
誠
出
版
、

二
0
0
四
年
〕
）

(

3

2

)

旬
読
点
は
筆
者
に
よ
る
。
参
考
；
黄
賓
虹
・
部
実
編
、
厳
一
罪
続
編
『
美
術
叢
書
』

二
十
一
冊
「
東
図
玄
覧
編
」
他
二
編
、
台
北
芸
文
印
書
館
、
一
九
六
四
年
。

(

3

3

)

明
末
清
初
に
は
、
李
迪
犬
図
が
名
声
を
得
た
背
景
で
、
そ
の
受
容
に
応
え
る
た
め
に

少
な
か
ら
ず
粗
悪
な
贋
作
も
制
作
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
「
狗
図
」
双
幅
の
図
様
が
、

狗
図
の
古
画
の
一
定
型
と
し
て
、
贋
作
作
り
に
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る

作
例
と
し
て
、
日
本
に
伝
わ
っ
て
い
た
同
図
様
の
「
毛
益
狗
子
図
」
（
『
井
上
侯
爵
家

蔵
品
入
札
目
録
』
一
九
二
五
年
、
東
京
美
術
倶
楽
部
）
、
「
毛
益
狗
児
図
」
（
『
松
綺
亭

一
九
四

0
年
、
東
京
美
術
倶
楽
部
・
大
阪
美
術
倶
楽
部
）
は
注
目

図
13

図
14

図
16

図
1
7

図

6

図
5

0
0
 

十
九

『
特
別
企
画
展

和

文

華

館

、

八

年

王
耀
庭

中

国

古

代

書

画

鑑

定

組

編

一

九

九

九

年

図
7
.
1
1
『
特
別
展
い
ぬ
ね
こ
彩
彩
ー
東
ア
ジ
ア
の
犬
と
猫
の
絵
画
ー
』
展
図
録
、
大

和
文
華
館
、
二

0
二
三
年
。

図
8
『
故
宮
書
画
図
録
』
三
十
、
台
北
國
立
故
宮
博
物
院
、
二

0
―
一
年

図
1
2
国
立
文
化
財
機
構
所
蔵
品
統
合
検
索
シ
ス
テ
ム

(
ht
t
p
:
/
/
c
o
l
b
a
s
e
.
ni
c
h
.
g
o
.j
p
/
)

を
加
工
し
て
作
成
。

四
隋
・
唐
』
小
学
館
、
一
九
九
七
年

『
故
宮
博
物
院
南
北
朝
＼
北
宋
の
絵
画
』
N
H
K
出
版
、

『
南
宋
絵
画
ー
オ
情
雅
致
の
世
界
ー
』
展
図
録
、
根
津
美
術
館
、
二

0
0
四
年

『
宋
元
の
絵
画
』
展
図
録
、
大
阪
市
立
美
術
館
、

1
0
 

図
版
出
典

図
2
.
3
.
4

年

台
北
國
立
故
宮
博
物
院
、
二
〇

九
九
七
年

年

生
命
の
彩
ー
花
と
生
き
も
の
の
美
術
ー
』
展
図
録
、
大

さ
れ
る
。
こ
う
し
た
作
例
は
、
い
わ
ゆ
る
蘇
州
の
工
房
で
量
産
さ
れ
て
い
た
と
い
う

贋
作
「
蘇
州
片
」
で
は
な
か
ろ
う
か
。

(

3

4

)

旬
読
点
は
筆
者
に
よ
る
。
文
は
以
下
を
参
照
し
た
。
民
国
・
寵
元
済
撰
『
虚
斎
名
画

録
』
巻
十
一
「
歴
代
名
筆
集
勝
冊
」
（
参
考
二
『
中
国
書
画
全
書
』
第
十
二
冊
、

一
九
九
八
年
）
。
な
お
本
作
は
、
北
京
故
宮
博
物
院
の
資
料
検
索
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
故

宮
名
画
記
」

(
d
p
m
.
o
r
g
.
c
n
)

に
お
い
て
高
精
細
画
像
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
李
迪
猟
犬
図
頁
」

h
t
t
p
s
:
/
/
mi
n
g
h
u
aj
i
.
dp
m
.
o
r
g
.
c
n
/p
a
i
n
t
/
ap
p
r
e
ci
a
t
e
?i
d
1
1
5
7

9
8
5
c
2
c
3
c
7
b
4
4
9
c
8
a
 7
7
2
4
5
1
3
f55
b
3
9
c
 
(
間
四
藍
見
口
I

i

―

1
0
一
二
四
午
千
一
日
バ
十
口
I
)

。
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図4 伝李迪「狗図」右

幅画中印

図3 伝李迪「狗図」

右幅款記

図5 李迪「狸奴小影図」 南宋・淳熙元年 (1174)款 台北國立故宮

博物院蔵
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図6 李迪「猟犬図」 南宋・慶元 3年 (1197)款 北京故宮博物院蔵
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図8 伝李迪「秋葵山石図」 台北國立故宮博物院蔵

図9 李迪「犬図」部分
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図 10 李迪「犬図」部分
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図12 趙福「彪図」（『唐絵手鑑筆耕園』より） 重要文化財 明時代 (16

世紀） 東京国立博物館蔵

図 13 「酪徳太子墓室壁画」 唐・神龍 2年 (706) 映西省乾県乾

陵陪葬墓出土、第二過洞西壁小翁北側、映西歴史博物館蔵
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図 14 「宮楽図」部分 台北國立故宮博物院蔵
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図 16 伝毛益「遊狗図」 南宋時代 (13世紀） 個人蔵

図17 伝易元吉「緊猿図巻」 大阪市立美術館蔵
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